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今
週
の
紙
面 札幌市 滝沢よしい

■２面 女性ニュース／国会
■３面 読者のページ／俳

句／詩／まんが ■４面 創
立60年／防災／法律相談 ■
５面 憲法講座／ホット ■
６面 保険証とマイナカード
一体化⁉／もう一品／母の歴
史 ■７面 新婦人のページ／主張／性の多様性

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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【生理休暇取得状況】（％）

取得していない 55．9

取得できる環境ない 9．3

ときどき取得 5．7

ほとんど取得 1．8

毎潮時取得 1．3

制度を知らなかった 1．3

（2021年度、府職労調査より）

生理休暇って？

戦前から日本の女性たちは母性保

護のために生理休暇獲得を求めてた

たかってきた。戦後、1947年制定の

労働基準法で「使用者は、生理日の

就業が著しく困難な女子又は生理に

有害な業務に従事する女子が生理休

暇を請求したときは、その者を就業

させてはならない」（第68条）とさ

れた。85年の「女子保護規定」改悪

で「生理休暇」→「休暇」となるが

「生理日の～」はそのままで、生理

のための「休暇」には変わらない。

労働者が請求しても業務につけさせ

るなどした場合は30万円以下の罰

金。診断書なども不要で、就業の

「困難」の判断は本人に任される。

２
面
へ

※ＳＲＨＲは「セクシュアル・リプロダク

ティブ・ヘルス／ライツ」（性と生殖に関

する健康と権利）の頭文字。「どんな『性』

を生きたいか」「子どもを産むかどうか」

「子どもを何人持つか」など自己決定でき

る権利。1994年にカイロの国際人口開発会

議で提唱された。「偏見や差別のないすて

きな考え方」と共感してチーム名に。
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